
高島平三郎高島平三郎高島平三郎高島平三郎 

たかしま・へいざぶろうたかしま・へいざぶろうたかしま・へいざぶろうたかしま・へいざぶろう 
 

教育者、心理学者、著述家 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：慶応元年（１８６５年）１０月１日、江戸・本郷西片福山藩邸に生れる 

没：昭和２１年（１９４６年）２月１５日、享年８１歳 

明治元年（１８６８年） ３歳 アメリカ船品川沖から鞆経由、福山西町に移住 

明治５年（１８７２年） ７歳 藩校誠之館で学ぶ 

明治６年（１８７３年） ８歳 西堀端の西町上小学校入学 

明治１０年（１８７７年）７月１４日 １１歳 西堀端の西町上小学校卒業 

明治１０年（１８７７年） １２歳 門田重長に漢学詩文を学ぶ 

明治１０年（１８７７年） １２歳 江間平一に算数を学ぶ 

明治１０年（１８７７年） １２歳 利根川浩に英学を学ぶ 

明治１１年（１８７８年） １３歳 広島県立広島師範学校福山分校入学 

－ － 備後浚明館（館長：長谷川桜南）で漢文詩を学ぶ 

明治１３年（１８８０年） １５歳 西町上小学校教員 

明治１４年（１８８１年）４月～ 

 明治１６年（１８８３年）３月 
１５～１７歳 神村小学校須江分校教員 

明治１５年（１８８２年） １７歳 検定試験で広島県小学校初等科教員免許を取得 

－ － 松永小学校教員 

－ － 金江町金見小学校教員 

－ － 働きながら、漢学、数学、英語などの識者に私淑 

明治１７年（１８８４年）９月～ 

 明治２０年（１８８７年）３月 
１８～２１歳 金江小学校校長 

明治１７年（１８８４年） １９歳 松永で開かれた伝習所で小学師範科の伝習をおえる 

明治２０年（１８８７年）３月 ２１歳 広島県師範学校訓導・助教 

明治２０年（１８８７年）１０月 ２２歳 東京高等師範学校附属小学校教授掛補助 

明治２１年（１８８８年）９月～ 

 明治２９年（１８９６年） 
２２～３０歳 学習院教師 



明治２１年（１８８８年）～ 

 明治２２年（１８８９年） 
２３～２４歳 東京英語学校で英文学を修める 

明治２４年（１８９１年）～ 

 明治２９年（１８９６年） 
２６～３１歳 

元良勇次郎博士の指導で哲学・倫理学・心理学を学

ぶ 

－ － 独学で哲学、教育学、児童心理学などを研究 

明治２９年（１８９６年）９月～ 

 明治３１年（１８９８年）４月 
３０～３２歳 長野県師範学校 

－ － 成城学校 

明治３４年（１９０１年）１１月 ３６歳 日本体育会体操学校校長 

－ － 弘文学院 

－ － 哲学館大学（後の東洋大学）で教鞭をとる 

－ － 独乙協会 

－ － 西方町・私立女子高等学園校長 

－ － 立正高等女学校校長 

明治３６年（１９０３年）～ 

 明治４５年（１９１２年）３月 

３８～ 

４６歳 
日本女子大学校（現日本女子大学）教授 

明治３８年（１９０５年） ４０歳 日蓮宗大学（現立正大学）教育学教授 

明治３９年（１９０６年） ４１歳 東洋大学心理学教授 

明治４５年（１９１２年）２月１日 ４６歳 誠之舎舎長 

大正６年（１９１７年） ５１歳 内務大臣より民力涵養講師を嘱託される 

昭和２年（１９２７年）４月 ６１歳 東京立正中等高等学校校長（初代） 

昭和３年（１９２８年）１１月３日 ６３歳 教育功労者表彰 

昭和３年（１９２８年）１１月３日 ６３歳 勲五等瑞宝章 

昭和１５年（１９４０年） ７５歳 高島先生教育報国六十年記念会 

昭和１６年（１９４１年） ７６歳 福山学生会会長 

昭和１９年（１９４４年）１１月～ 

 昭和２０年（１９４５年）７月 
７９歳 東洋大学学長（第１３代） 

 

 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

福山藩士高島賢斎の三男として、慶応元年に江戸阿部侯邸内に生れた。 

号は蜻州。字は士信。 

 

明治元年（１８６８年）福山に移住、誠之館、西町上小学校に学び、明治１１年（１８７８年）１４才

で教員となり、熱心に生徒を教導すると共に自学独習、また自己の教養に努め、また何名か



の識者に私淑し、漢学・数学・英語等を学び続ける。 

 

その才能は郡当局に認められ、神村、松永各小学校教員を経て明治１７年（１８８４年）弱冠２

０才で金江小学校長に抜擢せられ、次で広島県師範学校.訓導に転じ、更に２３歳の時、東京

高等師範学校教授掛補助に栄転、明治２１年（１８８８年）２４才で学習院に招聘せられ、他

日、我国教育界に重要なる貢献の素地を築くに至った。 

東京移住後も独学で哲学・教育学・児童心理学などを研究し、とくに児童心理学での彼の業

績は日本の同学の基礎を築いたと評されている。 

その後長野県師範学校・成城学校・日本体育会体操学校・弘文学院・哲学館大学（後の東洋

大学）・独乙協会・私立女子高等学園、立正高等女学校などで教鞭をとり、教授又は学校長と

して青年子女の育成に貢献せられた。 

 

氏は単なる学校教育者にとどまらず、社会教育者、心理学者、著述家としても、明治２６年以

来毎年１冊以上の児童心理・家庭教育に関する貴重なる著書を公にせられたほか、新聞雑

誌にもかずかず寄稿せられ、幅の広い教育家として稀に見る偉人であった。 

 

日本女子大学でも、明治３４年（１９０１年）より明治４５年（１９１２年）３月まで教授を務め、児童

心理学を担当した。 

彼の学説はアメリカの児童心理学者スタンリー・ホール（G. S. Hall）の流れを汲むもので、子ど

もに対する限りない愛情を基軸とした理論と彼の教育者としての豊かな人格は当時の学生に

深い感銘を与えた。 

 

郷土に関係の深い東京誠之舎の舎監を２０余年も勤め、郷土学生の指導に当った。 

 

昭和１１年（１９３６年）６月１５日、福山市金江町浜上（はまじょう）の丘の上に「高島平三郎詩碑」

が建てられた。 

これは高島氏が明治１７年（１８８４年）９月１０日にこの地で詠んだ詩を本人が揮毫したもので

ある。 

 

昭和１５年（１９４０年）、皇紀二千六百年には教えを受けたものなど同志の数千名が「高島先

生教育報国六十年記念会」を結成し、祝賀会と共に記念冊子を出版してその功績を讃えた。 

 

漢詩、和歌、書道もまた一家を為し、全生涯を教育に捧げ勲五等に叙せられる。 

昭和２１年（１９４６年）歿、享年８１歳。 

関係団体関係団体関係団体関係団体 

皇民会 同民会 哲学会 丁酉倫理会 

心理学会 日本児童学会 時好クラブ 東洋大学心理学会 

少年団日本連盟 少年団健児団 斯文学会 日本弘道会 

中央教化団体 国際連盟協会 
   

 



誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品 

管理№ 編著者 名 称 制作／発行 日 付 

０４７６９ 高島平三郎 著 『通俗応用心理講話』 六合館 明治４４年 

０４７６１ 高島平三郎 編 『逸話の泉』 京文社書店 昭和９年 

０６７９１ 高島平三郎 述 
『吾が心境を語る（生立ち、経歴、教育論

等）』 
高島平三郎 昭和１１年 

０４７３０ 河本テル 編 『河本亀之助追悼録』 河本テル 大正１０年 

０５５６９ 東京芸備社 編 『高島壽子夫人追悼録 久遠の壽』 東京芸備社 大正１４年 

０７１４８ 佐々木龍三郎 著 
『ぎんぎんぎらぎら夕日が沈む 童謡詩人 

葛原しげる』 
文芸社 平成２６年 

 

出典１：『備後先覚者名鑑（郷土を創った人々）』、１２頁、式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３５年６月 

出典２：ＨＰ『日本女子大学 』 

出典３：『福山市金江町誌』、金江町誌発行委員会編刊、平成４年３月１日 

出典４：『備後春秋（第７０号）』、４２頁、「温故知新（２）＝高島平三郎先生と河本亀之助＝」、佐藤楽之、備後春秋編集部編

刊、平成１２年７月１日 

出典５：『「阿部正弘公」とその著者霽涯福田禄太郎先生伝』、１４０頁、福田禄太郎著、和田嘉郎編刊、昭和６１年３月２３日 

出典６：『福山学生会雑誌（第６７号）』、３８頁、「叙勲されたる高島平三郎君」、一幹事、福山学生会事務所編刊、昭和３年１２

月３０日 

出典７：『福山学生会雑誌（第９３号）』、６１頁、「編集後記」、雑誌係、福山学生会事務所編刊、昭和１６年１２月５日 

出典８：『福山いしぶみ散歩』、１７３頁、「高島平三郎詩碑｣、佐野恒男著、福山市文化財協会刊、１９９３年５月１２日 

出典９：『吾が心境を語る（生立ち、経歴、教育論等）』、高島平三郎述刊、昭和１１年２月４日 

関連情報１：『月刊 Asahi（１９９２/７）』、「２０世紀日本の異能・偉才１００人」、朝日新聞社編刊、１９９２年７月 

関連情報２：『高島平三郎先生－教育報告６０年 紀元２０００年』、丸山鶴吉、高島平三郎先生教育報告６０年記念会編、大空

社刊、昭和１５年１１月１０日 

関連情報３：『日本心理学史の研究』、「高島平三郎の小児研究とその時代」、歴史研究部会編、法政出版刊、１９９８年 

関連情報４：『通史 日本生心理学史』、佐藤達哉・溝口元編 

関連情報５：『河本亀之助追悼録』、３７頁、「追想録」、高島平三郎、河本テル刊、大正１０年１月３０日 

２００４年１１月１２日更新：出典、著書・論文・関連情報●２００５年５月１１日更新：本文●２００６年６月７日更新：タイトル●２００７

年４月６日更新：所蔵品●２００７年４月９日更新：本文・主な著書論文●２００７年６月７日更新：経歴・主な著書論文●２００７年

６月１２日更新：所蔵品●２００７年７月１３日更新：経歴・出典●２００７年９月２０日更新：経歴・本文・出典●２００８年４月１０日

更新：経歴●２００８年７月７日更新：経歴●２００８年７月１０日更新：経歴・関係団体・主な著書論文・出典●２００８年１２月９日

更新：経歴●２００８年１２月１２日更新：経歴・出典●２０１０年２月８日更新：誠之館所蔵品●２０１０年６月１８日更新：本文・探し

ています●２０１２年２月２１日更新：経歴・本文・探しています・出典●２０１２年２月２８日更新：経歴・誠之館所蔵品・探していま

す・出典●２０１４年１０月３０日更新：本文・誠之館所蔵品● 

 


